
下呂市の森林・林業・木材産業は
ＳＤＧｓの達成に貢献しています

下呂市役所 農林部 林務課
岐阜県下呂市萩原町羽根2605番地1  下呂総合庁舎4階　 E-mail  rinmu@city.gero.lg.jp

TEL 0576-53-2010 （内線142）お問い
合わせ

※「下呂の森が育んだ木の家推進事業」  建築物木材利用促進協定とは…
住宅建築をきっかけに、 市産材の利用促進だけでなく、 「下呂の森」の周知や、「下呂の森」
で働く人、「下呂の森」から生み出される木工製品、「下呂の森」からの学び （森林学習）
を支援するといった事業者ごとに掲げる様 な々構想を実現するためのものです。
「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材の利用の促進に関する法律」に基づき、令和4年度から当事業におい
て協定制度を新設

下呂の森が育んだ木の家推進事業
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岐阜県内でも有数の森林面積を誇る下呂市。多くのス
ギやヒノキが木材として育っています。 豊富な下呂の
木を有効に活用することで、 森林の若返りを進め、ひ
いては、地域の活性化、災害や地球温暖化の防止など
の効果が期待できます。

〔助成額〕1棟あたり
木工製品を含め

最大：下呂市産材25㎥以上使用した場合

50万円
相当

最
大

〔助成額〕1棟あたり
木工製品を含め

最大：木工事に係る費用が75万円以上の場合

25万円
相当

最
大
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下呂市の木を使って 森を 地域を守り育てる　
写真提供：協定締結事業者



当事業は下呂市と協定締結した建築事業者に助成し、建築事業者が建築主等を支援します

下呂市の木を使って 森や地域を守り育てよう　
森林環境譲与税活用事業 下呂の森が育んだ木 検索

協定締結事業者など
詳しくは下呂市HPへ

地域材を一定量以上使用して居住用の木造住宅を新築する
建築主に対して、建築事業者が地域材使用にかかる費用の
一部の支援と木工製品を贈呈

新　　　築

概　　要

増　改　築

地域材を一定量以上使用して木造住宅 （日常生活の中で誰
もが利用できる店舗を含む）を増改築する建築主に対して、
建築事業者が木工事に係る経費の一部の支援と木工製品
を贈呈

地域材使用量（構造材及び羽柄材等）に応じ1㎥あたり2万円
 （助成金＋木工製品を含め上限50万円相当）助 成 額

増改築にかかる経費 （木工事費に限る）の1/3以内
（助成金＋木工製品を含め上限25万円相当）

◇申請者：施工を行う市内建築事業者（市と協定締結済であること）
◇地域材を5㎥以上かつ構造材に60％以上使用
◇上棟前に申請かつ同年度の3月末までに上棟完了

助成要件

◇申請者：施工を行う市内建築事業者（市と協定締結済であること）
◇地域材を1㎥以上使用もしくは内外装材等に地域材を
　10㎡以上使用
◇着工前に申請かつ同年度の3月末までに工事完了

Q 他の住宅建築補助を受けようと考えていますが、この
　  補助制度と併用できますか？

A 一部併用できるものもあります。ただし、内容によって
　  は併用できないものもありますので、  他に受けようと
　  する補助制度を事前に教えてください。

Q 下呂市外に新築住宅を建てる場合
　  でも補助は受けられますか？

A 受けられます。ただし、 建築事業者が
　  下呂市内の協定締結事業者であるか
　  事前に確認してください。

令和５年６月現在

よくある質問とその回答を紹介

植える

適
材
適
所
で
使う 山の恵み

川の恵み
水の恵み

災害防止

山村の活性化

収穫する

CO2吸収

CO2固定

令和４年度協定締結事業者の取組例

木工製品（テーブル）

工場見学

DIY体験

下呂版ぎふ木育（森林環境学習）

学び・体験スペースの提供

機械・道具購入木材利用

備考　※地域材とは下呂市産材を前提とし、合法的に伐採された木材 ＝ 「ぎふ証明材」です。
　　　※予算の範囲内において先着順に受付し、なくなり次第受付を終了します。


